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今
、
㌧
い
♂
ろ
5
ピ
ゼ
…
一

す

亀
」

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
青
年
会
議
所
と
市
で
研
究
を
重
ね
て
き

ま
し
た
「
大
好
き
十
日
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
」
が
ま
と
ま
り

　
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
十
日
町
に
な
じ
み
の

　
深
い
人
た
ち
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
目
的
で

築
き
あ
げ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
ま

ち
を
、
よ
り
住
み
や

す
く
、
活
気
あ
る
ま
ち

に
育
て
る
た
め
に
は
、

灘轡懸灘騨
で郵　／

◆
塔
ヅ
ト
リ
ー
・
ゐ
ブ
’
ジ

　
十
日
町
市
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
小
さ
な
提
案
や
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の

積
み
重
ね
で
、
す
ば
ら
し
い
ま
ち
を

情報・意見・物産参与市民

情報・物産
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情報・意見・物産
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⊥
ノ「

大好き十日町会

（饗9籍開灘）

↓

　情報・意見
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十
日
町
市
民
と
参
与
市

市
民
が
楽
し
く
交
流
し
合
う

「
大
好
き
十
日
町
会
」
を
設
立
し
ま
す
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
十
日
町
を
愛
し
、
愛

れ
る
ふ
る
さ
と
に
な
る
た

め
、

情
報
交
換
・
人
的
交
流
が
図
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
多
く
の
提
言
や
情
報
が
生

ま
れ
て
、
そ
れ
が
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
、
文
化
面
な
ど
に
も
大
き

な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
主
な
効
果
例
は
…
企
業
誘
致
の
促

　
進
、
物
産
販
売
の
拡
大
、
イ
ベ
ン

ト
等
の
誘
客
促
進
、
嫁
婿
対
策
の

促
進
、
リ
ゾ
ー
ト
・
観
光
施
設
へ

の
誘
客
な
ど
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
概
要

会
員
に
な
れ
る
人

　
会
員
は
、
趣
旨
に
賛
同
し
、
会
員

申
し
込
み
を
し
た
参
与
市
民
と
十
日

町
市
民
と
し
ま
す
。
（
参
与
市
民
は
、

市
外
に
住
む
十
日
町
の
出
身
者
や
そ

の
家
族
、
会
社
、
知
人
、
住
ん
で
い

た
こ
と
の
あ
る
人
、
興
味
の
あ
る
人

で
十
日
町
を
思
い
、
発
展
を
願
っ
て

い
る
人
た
ち
で
す
）

　
　
五
月
下
旬
に
発
会
イ
ベ
ン
ト
を

　
行
う
ほ
か
、
四
季
折
々
に
さ
ま
ざ

　
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
従

来
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
に
会

と
し
て
参
加

を
呼
び
か
け

経

過

事
業
の
概
要

　
「
大
好
き
十
日
町
会
」
を
設
立
し
、

会
報
の
発
行
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

く
こ
と
に
よ
り
、
会
員
相
互
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て

情
報
交
換
、
人
的
交
流
を
進
め
る
中

で
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
蓄
積
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
ま
す
。

こ
ん
な
効
果
が

市
民
と
参
与
市
民
、
市
民
同
士
の

ま
す
。

　
主
な
イ
ベ

ン
ト
例
は
…

オ
ー
ル
ナ
イ

ト
弁
論
大
会

▼
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
に
「
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
論
文
」

を
募
集
し
た
結
果
、
一
般
の
部
で
青

年
会
議
所
の
「
参
与
市
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
想
」
が
優
秀
賞
を

受
賞
。

▼
平
成
元
年
三
月
に
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
構
想
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
。
第
一

回
青
年
会
議
所
と
の
打
ち
合
わ
せ
会

を
も
つ
。
以
後
、
九
月
ま
で
青
年
会

議
所
と
共
同
研
究
を
重
ね
る
。

▼
平
成
元
年
十
月
に
青
年
会
議
所
五

人
、
市
職
員
七
人
で
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
。
こ
の
時
点
で
名
称

　
　
　
を

　
　
　
「
参
与
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
ク
シ
ス
テ
ム
構
想
」
か
ら
「
大

鞍
好
き
十
日
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
㎜
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
」
に
変

、
ぢ
更
。

　
　
▼
平
成
元
年
十
一
月
に
プ
ロ

　
　
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
実
施
計

，
糀
画
書
を
作
成
。

騨
平
成
元
年
＋
二
月
に
記
者

癒
会
見
を
し
、
報
道
関
係
者
に

．
鹸
、

鍵
も
協
力
を
依
頼
し
た
．
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コ
シ
ヒ
カ
リ
を
食
べ
る
会
、
美
人
コ

ン
テ
ス
ト
、
田
舎
ご
っ
つ
お
を
楽
し

む
会
、
お
見
合
い
ッ
ア
ー
、
大
江
戸

花
火
大
会
、
山
菜
を
味
わ
う
会
、
東

京
上
野
の
花
見
会
、
ど
ぶ
ろ
く
ツ
ア

ー
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
も
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
十
日
町
の
応
援
団

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
十
日
町
の

こ
と
が
報
道
さ
れ
る
と
、
郷
愁
の
念

に
か
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
一

庭野増三さん
（東京都目黒区在住1

一東京十日町会会長一

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
「
大
好
き
十
日
町
会
」

を
つ
く
っ
て
、
ふ
る
さ
と
十
日
町
を

離
れ
た
わ
た
し
た
ち
と
、
交
流
を
図

り
た
い
と
い
う
お
話
を
伺
い
、
そ
の

発
想
と
熱
意
に
深
く
共
鳴
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
「
大
好
き
十
日
町
会
」
が
気
軽
に

楽
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の

会
が
長
続
き
す
る
よ
う
、
わ
た
し
た

ち
も
積
極
的
に
応
援
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

5月に発会するまでのスケジュール

繋
施
諦
画
書
の
洪
定

11

月
下
旬

離
肉
躰
　
蕪
　
の
霞
R

12

月
上
旬

薫
漿
誰
日
晦
会
繕
灘
響
携
ー
欝
調
謹

12

月
下
旬

創
剰
号
送
醤
先
の
ま
態
め

12

月
下
旬
～

1
月
上
旬

、
糞
婬
き
灘
瞬
購
糞
準
備
糞
発
足

1
月
中
旬

創
　
糊
　
馨
　
の
　
編
　
集

－
月
～
3
月

創
刹
馨
発
剃
・
悲
奮
黛
の
募
集

4
月
下
旬

糞
鰭
き
誰
隠
町
醤
発
羅

5
月
下
旬

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
〃

創
刊
号
を
送
付
し
た
い
人
を
こ
紹
介
く
だ
さ
い

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
募
集
は
、
来
年
四
月
下
旬
に

創
刊
号
を
発
刊
し
、
そ
れ
か
ら
募
集

を
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

今
月
二
十
五
日
以
降
に
、
市
内
全
世

帯
に
、
こ
の
事
業
を
説
明
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
併
せ
て
、
創
刊
号
を
送

付
し
た
い
人
の
ご
紹
介
を
お
願
い
い

「
大
好
き
な
ま
ち
」

ぜ
ひ
、
す
ば
ら
し
い
企
画
を

　
「
雪
の
滝
雪
の
茶
席
や
雪
祭
」

こ
れ
は
十
日
町
の
俳
人
滝
沢
鶯
衣
さ

ん
の
雪
ま
つ
り
の
句
で
す
。
い
か
に

も
厳
冬
に
咲
い
た
華
や
か
な
祭
り
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

鈴木孝枝さん
（新潟市在住・写真家

分
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
縁
あ
っ
て
、
十
日
町
へ
は
よ
く
お

じ
ゃ
ま
し
ま
す
。
そ
の
た
び
に
四
季

折
々
が
、
美
し
い
表
情
で
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
温
か
い
ま
な

ざ
し
を
向
け
て
く
れ
、
楽
し
く
過
ご

せ
る
ま
ち
で
す
。
心
の
底
か
ら
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
ま
ち
、
そ
ん
な

十
日
町
が
大
好
き
で
す
。

　
す
ば
ら
し
い
企
画
の
会
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
十
日
町
が
、

発
展
す
る
一
つ
の
決
め
手
に
な
る
よ

う
に
期
待
し
ま
す
。

た
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
、
同
級

会
関
係
や
、
こ
の
会
の
主
旨
に
賛
同

い
た
だ
け
る
よ
う
な
人
・
グ
ル
ー
プ
・

団
体
な
ど
の
資
料
を
お
持
ち
の
人
は
、

ご
遠
慮
な
く
、
事
務
局
（
企
画
財
政

課
企
画
調
整
係
智
5
7
i
3
1
1
1
内

線
鵬
）
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
の
お
願
い

※
「
創
刊
号
」
の
送
付
に
か
か
る
費

用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
「
こ
ん
な
人
を
知
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
情
報
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
十
二
月
中
に
、
市
内
の
い
ろ
ん
な

団
体
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
員
が
説
明

に
伺
い
ま
す
。
「
お
ら
の
グ
ル
ー
プ
に

来
い
」
と
い
う
情
報
も
大
歓
迎
で
す
。

「
大
好
き
十
日
町
会
』
の

　
説
明
会
を
開
き
ま
す

　
「
大
好
き
十
日
町
会
」
を
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
理
解
と
協
力
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
日
程

に
よ
り
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
平
成
二
年
一
月
十
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
七
時
～

■
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

必
ず
、
大
き
な
成
果
が

　
　
　
　
　
　
期
待
で
き
る

　
市
内
に
は
、
各
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、

個
人
が
一
生
懸
命
、
ま
ち
を
よ
く
し

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

市村　隆さん
（学校町2・自営業）

一プロジェクトの一員一

が
や
り
た
い
こ
と
は
違
っ
て
も
、
十

日
町
を
愛
す
る
心
は
同
じ
で
す
。

　
そ
れ
を
広
い
心
で
ま
と
め
、
大
き

な
輪
に
な
れ
ば
、
ど
ん
な
に
ま
ち
の

た
め
に
大
き
な
成
果
が
上
げ
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

　
「
大
好
き
！
十
日
町
」
の
心
を
集

め
、
根
と
な
し
、
そ
こ
か
ら
明
る
い

豊
か
な
十
日
町
の
未
来
が
育
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
も
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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新
し
い
民
生
委
員
さ
ん
で
す

　
地
域
福
祉
の
よ
き
相
談
相
手

と
な
っ
て
、
ご
活
躍
す
る
民
生

委
員
の
皆
さ
ん
が
、
十
二
月
一

日
付
け
で
改
選
へ
任
期
三
年
）

さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
民
生
委

員
さ
ん
と
担
当
区
域
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

　
〈
十
日
町
地
区
・
二
十
人
〉

　
本
田
雅
子
（
本
町
一
上
・
下
、

本
町
東
一
、
西
｝
、
本
町
二
）

田
村
喜
作
（
宮
下
町
東
・
西
、

諏
訪
町
、
学
校
町
二
）
島
田
久

蔵
（
本
町
三
・
四
・
五
、
稲
荷

町
一
）
根
津
清
治
（
本
町
六
ー

一
．
二
．
三
）
田
村
佳
（
袋
町

東
．
中
．
西
、
昭
和
町
一
）
後

藤
唯
夫
（
高
田
町
一
・
二
、
栄

町
、
昭
和
町
二
、
泉
町
）
樋
口

由
紀
子
（
高
田
町
三
東
・
西
・

南
、
丸
山
町
）
西
郷
泰
巖
（
昭

和
町
三
、
西
寺
町
、
七
軒
町
、

加
賀
糸
屋
町
、
関
口
樋
口
町
）

目
黒
リ
エ
（
昭
和
町
四
、
駅
通

り
、
西
浦
町
東
・
西
）
渡
邊
芳

男
（
稲
荷
町
二
・
三
東
・
三
本

町
通
り
・
三
南
・
三
北
、
旭
町
）

平
野
喜
穫
（
稲
荷
町
西
、
西
本

町
一
．
二
、
八
幡
田
町
、
下
川

原
町
）
渡
辺
幸
磨
（
神
明
町
、

水
野
町
、
学
校
町
一
、
若
宮
町
、

田
中
町
東
・
西
）
田
ロ
セ
ツ
子

（
田
中
町
本
通
り
、
川
原
町
、

上
川
町
）
西
野
幸
雄
（
田
川
町

一
．
二
・
三
）
小
海
ヨ
ネ
子

（
千
代
田
町
、
稲
荷
町
四
、
島
）

庭
野
宏
平
（
江
道
、
猿
倉
）
庭

野
忠
郎
（
津
池
、
菅
沼
、
大
池
・

赤
倉
）
村
山
敬
彌
（
新
座
一
・

二
）
小
林
繁
作
（
新
座
三
、
四

1
一
．
二
）
庭
野
一
義
（
本
町

七
ー
】
・
二
、
三
和
町
）

　
〈
中
条
地
区
・
十
一
人
〉

　
芦
田
悦
子
（
四
日
町
新
田
】
・

二
．
三
．
四
、
南
新
田
町
丁
二
・

三
）
滝
沢
奥
太
郎
（
四
日
町
一
・

二
．
三
・
四
、
四
日
町
中
原
）

大
熊
、
・
、
チ
子
（
尾
崎
、
五
軒
新

田
、
太
子
堂
、
塚
田
、
中
条
八

幡
、
上
原
、
上
原
新
町
）
藤
木

マ
ツ
（
上
町
、
旭
ケ
丘
、
背
戸
、

中
条
旭
町
）
岡
田
ト
シ
エ
（
中

町
、
下
町
、
中
条
島
）
藤
木
昇

（
峠
、
梅
沢
、
中
条
新
田
、
北

原
、
市
之
沢
）
池
田
マ
サ
子

（
嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、
池
谷
）

大
津
久
（
魚
之
田
川
、
新
水
）

岩
田
正
一
（
宇
田
ケ
沢
、
中
条

菅
沼
、
山
新
田
）
大
津
文
夫

（
蕨
平
、
三
ツ
山
、
上
田
原
）

當
重
益
郎
（
小
貫
、
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又
）

　
〈
下
条
地
区
・
七
人
〉

　
生
越
武
好
（
上
新
田
一
・
二
・

三
．
四
、
山
際
）
近
藤
正
毅

　
（
原
、
岩
野
、
廿
日
城
、
下
条

栄
町
）
高
橋
政
徳
（
桑
原
、
為

永
、
野
田
、
山
根
、
下
条
中
央

通
り
、
蟹
沢
）
井
川
博
子
（
下

条
本
町
、
貝
ノ
川
）
佐
藤
修
子

　
（
新
保
、
水
口
、
下
山
、
新
光

寺
）
小
島
一
郎
（
仙
之
山
、
平
、

漉
野
、
慶
地
）
樋
口
忠
男
（
二

子
、
願
入
、
塩
野
）

〈
吉
田
地
区
・
八
人
〉

　
九
山
榮
一
（
稲
葉
、
吉
田
山

谷
）
林
『
雄
（
小
泉
一
・
二
…

西
浅
河
原
以
外
・
三
）
川
崎
重

昭
（
樽
沢
・
西
浅
河
原
・
小
泉

三
）
吉
沢
テ
ル
（
北
鐙
坂
一
・

二
．
三
）
保
坂
利
隆
（
南
鐙
坂
）

佐
野
好
平
（
高
島
一
・
二
）
尾

身
マ
ツ
イ
（
鉢
一
・
二
、
中
手
）

小
海
勺
（
中
平
、
名
ケ
山
）

　
〈
川
治
地
区
・
十
一
人
〉

　
遠
田
徳
（
川
治
上
町
一
・
二
、

中
町
）
村
山
節
子
（
川
治
下
町

一
．
二
・
三
、
妻
有
町
西
一
・

二
、
妻
有
町
東
一
）
菅
井
十
二

蔵
（
内
後
、
谷
内
丑
一
・
二
）

上
村
理
吉
（
北
新
田
】
・
二
・

三
）
小
林
哲
夫
（
城
之
古
】
・

二
．
三
・
東
町
、
塚
原
町
）
徳

永
千
三
（
山
本
町
一
・
二
・
三
・

四
．
五
）
竹
内
ヨ
シ
（
河
内
町
、

千
歳
町
、
寿
町
一
・
二
・
三
・

四
）
小
海
よ
う
（
高
山
二
・
三
・

四
、
錦
町
丁
二
、
美
雪
町
一
・

二
・
三
、
桜
木
町
）
柳
澄
男

（
春
日
町
一
・
二
・
三
、
高
田

町
四
・
五
・
六
）
湯
川
正
夫

（
関
根
一
・
二
、
浅
之
平
・
笹

之
沢
）
村
山
廣
榮
（
落
之
水
、
池

之
平
、
孕
石
、
椌
木
、
長
里
）

〈
六
箇
地
区
・
四
人
〉

　
南
雲
袈
栄
吉
（
中
村
、
六
箇

山
谷
、
麻
畑
）
福
崎
春
雄
（
田

麦
）
俵
山
正
之
（
ニ
ッ
屋
、
船

坂
）
桑
原
計
利
（
塩
ノ
又
）

　
〈
水
沢
地
区
・
十
二
人
〉

　
富
井
ヨ
シ
（
水
沢
一
・
二
・

三
、
珠
川
一
・
二
・
三
・
四
）

山
口
庄
治
郎
（
馬
場
一
・
二
・

三
．
四
）
金
澤
忠
司
（
太
田
島

一
．
二
．
三
）
古
澤
新
一
（
土

市
一
．
二
・
三
・
四
・
五
）
上

村
宇
一
（
新
宮
一
・
二
、
幸
町
）

村
山
リ
ン
（
伊
達
丁
二
・
三
・
四
）

井
口
知
行
（
大
黒
沢
一
・
二
・

東
、
小
黒
沢
）
保
坂
孝
子
（
姿

】
．
二
、
安
養
寺
）
飯
塚
光
男

（
南
雲
、
中
在
家
、
水
沢
市
ノ

沢
）
佐
藤
重
夫
（
当
間
、
大
石
）

村
山
行
作
（
漆
島
、
池
沢
、
野

中
、
鍬
柄
沢
）
福
崎
卯
三
郎

（
天
池
、
細
尾
、
池
之
尻
）

北
越
北
線
「
信
濃
川
橋
り
ょ
う
』

開業に向けて一歩前進です

　
十
一
月
二
十
八
日
㈹
、
平
成

八
年
度
開
業
予
定
の
北
越
北
線

の
信
濃
川
橋
り
よ
う
（
鉄
道
橋
）

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て

吻
洗
成
し
、
そ
の
連
結
式
が
城

之
古
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
鉄
建
公
団
東
京

支
社
長
の
安
原
明
さ
ん
を
は
じ

め
、
丸
山
市
長
（
北
越
急
行
副

社
長
）
、
工
事
関
係
者
な
ど
が

約
三
十
人
出
席
し
ま
し
た
。
安

　
　
　
が
完
成

原
支
社
長
と
丸
山
市
長
が
金
色

の
ボ
ル
ト
を
締
結
。
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
し
た
後
、
参
加
者
は
全
長

四
百
九
．
二
揖
の
渡
り
初
め
を

し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
で
丸
山
市
長
は
、

「
鉄
道
建
設
は
地
域
活
性
化
の

基
と
な
り
、
一
日
も
早
い
完
成

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
り
ょ
う
は
、
信
濃
川

を
ま
た
い
で
城
之
古
と
高
島
を

結
び
、
同
線
で
は
最
長
の
も
の

で
す
。
す
で
に
七
基
の
橋
脚
は
、

昭
和
五
十
五
年
に
完
成
し
て
い

ま
す
。
上
部
工
は
今
年
六
月
か

ら
工
事
を
行
い
、
両
岸
か
ら
ト

ラ
ス
（
橋
げ
た
と
な
る
骨
組
み
）

の
架
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ス
に
は
、
さ
び
と
腐
食

を
防
ぐ
耐
候
性
鋼
材
を
使
用
し
、

総
鋼
重
量
は
八
百
八
十
ノ
で
総

工
事
費
は
約
十
億
円
で
す
。

事
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　

　
　
　
～
仕
か
ら
十
日
町
橋

エ
騰
雛
纈
解

修
搬
長
い
問
片
側

補
嫡
山
燦
互
通
行
で
、
た

橋　　
　
ら
レ
ヘ
ん
皆
さ
ん
に

　
　
　
か
ご
迷
惑
を
か
け
ま

町　　
　
日
し
た
。
ご
協
力
あ

　
　
　
6

　
　
　
ブ
エ
　
　
　
ご
　
　
　
　
や
　
や
　
ヤ

　
　
　
　
り
カ
と
う
こ
さ
）

日
朋
ま
し
た
・

十　　
　
～
　
＋
日
町
橋
（
全

　
　
　
　
長
四
百
七
＋
七
・

三
二
揖
）
の
補
修
工
事
は
、
昭

和
六
十
一
年
度
か
ら
六
十
二
年

度
ま
で
橋
脚
の
基
礎
部
分
の
補

強
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
欄
干
・
伸
縮
装
置
・

歩
道
の
付
け
替
え
な
ど
の
工
事

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
完
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
年
三
月
一
日

㈲
か
ら
二
十
五
日
㈹
ま
で
、
橋

面
補
装
の
た
め
に
片
側
交
通
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

4



道
路
除
雪
に
こ
協
力
く
だ
さ
い

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
シ

ー
ズ
ン
で
す
。
道
路
除
雪
は
、

交
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

火
災
時
の
消
火
活
動
や
ご
み
収

集
、
く
み
取
り
な
ど
を
行
う
た

め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

路
上
駐
車
は

　
　
　
　
や
め
て

　
除
雪
作
業
の
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
除
雪
道
路
は
駐
車
禁

止
で
す
。
ま
た
、
待
避
所
は
交

通
交
差
の
場
で
す
。
個
人
が
駐

車
場
に
利
用
す
る
の
は
や
め
て

く
だ
さ
い
。

除
雪
機
械
に

　
　
　
　
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
。

除
雪
機
械
な
ど
に
近
寄
ら
な
い

・
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
ず
誘

導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。排
雪
用
ダ
ン
プ
が

　
　
　
　
出
動
し
ま
す

　
一
回
の
排
雪
量
を
増
や
す
た

め
、
荷
台
枠
を
四
十
袖
．
か
さ
上

げ
し
た
ダ
ン
プ
が
二
十
台
出
動

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
が
責
任

を
も
っ
て
行
う
も
の
で
、
荷
台

枠
に
「
十
日
町
市
排
雪
専
用
運

撰
欝
懲
轟
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

懸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄

・
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近

欝
　
　
■
羅

醗
、
　
　
　
　
　
雪

懇
　
　
除

搬
車
」
と
ト
ラ
ッ
ク
に
書
い
て

あ
り
ま
す
。
「
排
雪
専
用
」
の
条

件
つ
き
で
許
可
さ
れ
た
も
の
で

す
。
一
般
車
両
は
か
さ
上
げ
で

き
ま
せ
ん
。

屋
根
雪
は

　
　
責
任
を
持
っ
て

　
屋
根
雪
を
道
路
に
投
げ
捨
て

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
、
道
路
に
捨
て
た

時
は
片
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
屋
根
な
ど
か
ら
の
転

落
事
故
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
作
業
を
請
け
負
う
事

業
主
の
皆
さ
ん
も
十
分
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

消
パ
イ
の
休
止
は

　
　
午
後
の
二
時
間

　
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
休
止
時

間
は
、
午
後
二
時
か
ら
三
時
ま

で
と
、
四
時
か
ら
五
時
ま
で
の

二
時
間
で
す
。

　
消
雪
パ
イ
プ
の
有
効
利
用
が

図
ら
れ
、
地
下
水
の
節
水
や
節

電
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

大
切
な
も
の
に

　
　
　
　
　
目
印
を

　
除
雪
時
に
誤
っ
て
破
損
し
な

い
た
め
に
、
消
火
栓
や
塀
な
ど
、

雪
に
埋
も
れ
る
大
切
な
も
の
に

は
、
ハ
ッ
キ
リ
と
赤
い
布
な
ど

で
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
を

　
　
捨
て
な
い
で

　
除
雪
の
雪
に
混
じ
っ
て
吹
き

飛
ば
さ
れ
た
空
き
缶
や
瓶
が
、

春
先
、
た
く
さ
ん
出
ま
す
。
田

畑
の
所
有
者
に
迷
惑
を
か
け
る

だ
け
で
な
く
、
危
険
で
す
。
ご

み
は
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

次
の
踏
切
り
は

　
　
　
　
通
れ
ま
せ
ん

　
線
路
の
除
雪
を
し
や
す
い
よ

う
に
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
来

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
踏
み

切
り
板
を
取
り
外
し
ま
す
の
で

通
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
踏
切
り
箇
所
　
▼
宮
前
（
馬

場
一
）
▼
第
二
太
田
島
（
太
田

島
三
）
▼
塩
手
窪
（
伊
達
四
）

▼
第
二
川
治
（
妻
有
町
西
）

▼
五
軒
新
田
（
同
）
▼
中
条
新

田
（
同
）
▼
飛
渡
（
北
原
）

「
一
方
通
行
」

　
　
　
　
　
予
定
区
間

　
積
雪
状
況
に
よ
り
、
今
冬
も

一
方
通
行
（
左
図
）
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
運
転
す
る
人
は
安

全
や
水
は
ね
な
ど
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

本町通り昼野→
↑
」

噛 臨
，
　
　 肥和町

←

駅　　　　罷
導　　　町
　　冊j和町

繭

＿　　十日剛駅

本田r面線

な
だ
れ
に
注
意

　
市
内
に
は
百
四
十
五
箇
所
の

な
だ
れ
危
険
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
降
雪
の
状
況
に
よ

っ
て
は
危
険
な
状
態
に
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
な
だ
れ
に

は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
だ
れ
発
生
の
恐
れ
や
発
生

し
た
場
合
は
、
克
雪
都
市
計
画

課
（
暦
5
7
1
3
1
1
1
内
線
躍
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
な
だ
れ
危
険
」
の
看
板
を

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一楽しいゲーム

数当てクイズ・ビンゴなどに

豪華賞品を用意しています。

知非ヅピール雌弊彼
土産品があ、り講す。l　l

協奪第廻姻町霊ま．劉難
　1委員会　KI貸fNユーハーク壕

蝉キ1ざ三世、㈱新川辱
◆ ◆

◆　●

田

■

篠・

一論
哺

κ 2

田
　
・

i
あ
き
伍
は
、
か
な
ら
ず
あ
…
釜
入
れ
か
．
〈
マ
か
こ
に
。

汚
鰍
な
欧
み
こ
た
え
と
爽
快
な
の
ζ
こ
し

調
和
の
と
れ
た
味
わ
い
の
シ
ン
フ
7
二
1

＠一等蕩遺1
　　　　　キリンラカーヒールアルミ釜

缶裂内疎露璽
底遭容材路票
凹所量旧璽郵

りぼホおロ　　　　　　　ラロいロリいコロじリロ　ゴレれぼロじ　り

1き瓶轟k

l噸難ノ
5　　　　轟
ミ　　Ψ臼侮季＆、り

1記念パ笛ヂィ省

（午後7時～9時）

そば寿司などの

料理をつまみに

雪まつり缶ビマ

々で乾杯。

きiき　12月15日㈹　午後α時～監F『

≧崇ろ　クロス10大ホール1

燦糊粛1醜鐙
群込塗雪まつ幅鰯（商工磯
　　　　課内容β7－3h1内線230）へ。
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　地域経済の発展と活性化を願う

　　　～十日町市経済講演会～

　
　
　
　
し
て
白
川
章
次
さ
ん

　
　
　
　
内
の
金
融
・
経
済
状
況
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
地
域
経
済
や
十
日
町
市
の
将
来
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー

　
　
　
　
　
マ
で
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
五
日
㈹
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
十
日
町
市

経
済
講
演
会
が
開
か
れ
、
関
係
者
百
十
二
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
今
後
、
当
市
を
取
り
巻

く
経
済
環
境
が
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
北
越
北

線
の
開
業
な
ど
に
直
面
し
、
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
現
状
分
析
を
探
り
、

活
性
化
を
図
る
た
め
、
初
の
試
み
と
し
て
計

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
最
初
に
、
松
田
広
信
さ
ん
（
北
海
道
東
北

開
発
公
庫
新
潟
支
店
開
発
調
査
課
長
）
が

「
最
近
の
経
済
情
勢
と
新
潟
県
産
業
経
済
の

課
題
」
、
続
い
て
、
井
上
徳
之
さ
ん
（
同
支

店
開
発
調
査
担
当
）
が
「
北
越
北
線
開
業
と

地
域
活
性
化
へ
の
提
言
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
市
内
金
融
団
を
代
表

　
　
　
（
第
四
銀
行
十
日
町
支
店
長
）
が
市

会幣世羅蟹する初の経済

冬期間の歩道確保に大きな期待

　～歩行者空間確保実験事業～

保
や
地
下
水
保
全
の
意
味
か
ら
も
、

る
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
と
快
適
な
通
行
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
今
、

事
業
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
雪
国
で
は
、
冬
期
間
の
歩
道
を
確
保
す

る
こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
学
校
・
病
院
・
官
庁
を
は
じ
め
と
し

た
公
共
機
関
の
周
辺
で
は
、
歩
行
者
も
多
く

そ
の
安
全
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
対
策
と
し
て
各
種
路
面
融

雪
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
三
年
間
の
歩
行
者

空
間
確
保
実
験
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
実

験
は
、
市
役
所
前
の
歩
道
と
市
庁
舎
裏
の
ス

ロ
ー
プ
を
利
用
し
、
こ
れ
を
八
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
、
歩
道
融
雪
シ
ス
テ
ム
の
技
術
を
持

っ
た
民
間
八
社
と
歩
道
除
雪
機
メ
ー
カ
ー
一

社
の
協
力
を
得
て
、
効
果
や
コ
ス
ト
な
ど
の

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の

路
面
融
雪
シ
ス
テ
ム
は
、
駐
車
場
な
ど
の
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
雪
パ
イ
プ
に
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩
行
者
の
安
全
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
実
験

　　　　　　　　　　　　嚢
　　　　　　　　　嚢
　　　　　　　獲藷嶽
灘

　
　
馨
驚

手
芸
は
心
の
健
康
を
つ
く
る
室

　
十
日
町
市
公
民
館
の
高
齢
者
学
級

（
手
芸
部
）
に
十
年
間
、
休
む
こ
と

な
く
よ
く
通
い
ま
し
た
ね
。
わ
か
ら

な
い
点
は
、
き
め
細
か
く
教
え
て
い

’
並
溜
螂
聯
、

小海須和さん
　（高山2・72歳）

た
だ
い
て
、
一
つ
ず
つ
十
分
理
解
し

て
か
ら
、
次
の
段
階
に
進
む
の
で
、

技
術
が
自
然
に
身
に
つ
く
ん
で
す
。

　
ひ
と
り
で
笑
う
こ
と
は
な
い
が
、

こ
こ
に
来
る
と
大
勢
の
友
達
と
、
笑

う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
楽
し
い

で
す
よ
。

　
自
己
流
な
が
ら
、
足
ふ
き
マ
ッ
ト
、

セ
ー
タ
ー
な
ど
約
百
個
ぐ
ら
い
作
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
物
事
を
あ
ま
り
深

刻
に
考
え
な
い
主
義
で
す
し
、
精
神

面
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
手
芸
で

心
の
健
康
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

駐
車
場
の
清
掃
が
毎
日
の
仕
事

　
昭
和
五
十
九
年
の
春
か
ら
毎
月
十

日
、
新
光
寺
の
駐
車
場
の
清
掃
を
北

部
老
人
会
で
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
、
そ
の
年
の
七
月
か
ら

佐藤増市さん
　（新光寺・74歳）

毎
日
雨
の
日
も
欠
か
さ
ず
、
雪
が
降

る
ま
で
掃
除
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
缶
を
拾
い
、
備
え
付
け
の
ほ
う
き

で
き
れ
い
に
す
る
と
気
分
が
そ
う
快

に
な
り
ま
す
。
最
近
、
紙
お
む
つ
を

捨
て
る
人
が
い
る
ん
で
燃
え
な
く
て

困
る
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
駐
車
場

を
ト
イ
レ
が
わ
り
に
し
て
、
夏
場
は

た
い
へ
ん
臭
い
ん
で
す
。
皆
さ
ん
か

ら
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な
ど
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
体
の
丈
夫
な
限
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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茶
室
・
ほ
ん
や
ら
ど
う
・
神
宮
寺
・
弁
天
池

諏
訪
ま
つ
り
・
鉢
の
石
仏
の
八
枚
入
り
、
一
組
四
百
円
で
ク
ロ
ス
ー
0
・
土
産
品
店
、

書
店
、
市
商
工
観
光
課
、
観
光
協
会
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
を
広
く
内
外
に
宣
伝
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

「
観
光
絵
は
が
き
」
で

　
　
　
　
　
十
日
町
を
P
R

　
十
日
町
市
観
光
協
会
は
、
絵
は
が
き
で

十
日
町
の
名
所
や
雪
と
き
も
の
の
町
を
、

斬
薪
な
感
覚
で
紹
介
し
た
「
彩
時
記
十
日

町
」
を
作
製
し
ま
し
た
。

　
観
光
絵
は
が
き
も
過
去
二
回
作
製
し
ま

し
た
が
、
写
真
が
古
く
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
今
回
は
新
し
く
雪
の
幻
想
的
な
美

し
さ
、
き
も
の
文
化
の
か
お
り
を
表
現
し

た
も
の
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。
雪
ま

つ
り
雪
上
力
i
ニ
バ
ル
・
雪
ま
つ
り
雪
上

　
　
（
二
千
年
蓮
）
・
あ
じ
さ
い
公
園
・

33さわやかな顔、だって優勝したんです

おやつが特っそるよ
動嗣
　No45

深
　
雪
　
会

連
絡
先
“
金
子
信
義
さ
ん

（
額
賄
耀
9
2
）

　
「
楽
し
み
な
が
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

や
り
た
い
」
と
、
現
役
を
退
い
た
選
手

が
集
ま
っ
て
六
年
前
に
結
成
し
ま
し
た
。

会
員
は
三
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
前
半

の
十
五
人
。
雪
国
の
チ
ー
ム
と
い
う
の

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
、
深
雪
会
と

名
前
を
つ
け
ま
し
た
。
今
は
、
毎
週
水

曜
日
夜
七
時
半
か
ら
市
民
体
育
館
で
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
役
時
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
を
な
ら

し
た
メ
ン
バ
ー
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

楽
し
み
、
試
合
の
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
国
体
二
部
の
県
代
表
に
な
る

の
を
夢
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
　
「
い
い

汗
流
し
た
あ
と
の
一
杯
が
、
な
ん
と
も

い
え
な
い
ん
で
す
」
と
代
表
の
金
子
さ

ん
。　
会
員
の
皆
さ
ん
は
現
在
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
ほ
か
、
婦
人
バ
レ
ー
の
監
督
や
コ
ー

チ
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
振
興
に
尽

く
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
郡
市
大
会
で

準
優
勝
を
飾
る
な
ど
、
各
種
大
会
で
好

成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。
常
に
年
齢
を
感

じ
さ
せ
な
い
皆
さ
ん
で
す
。

　
最
終
目
標
は
国
体
出
場
。
八
月
の
予

選
会
を
目
ざ
し
て
冬
期
間
も
練
習
に
励

み
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
た

い
人
は
、
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

秋晴れの

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
っ
て

　
昭
和
五
十
四
年
の
暮
れ
、
高
田
町
五

丁
目
の
有
志
が
「
生
活
指
導
員
の
手
助

け
を
し
よ
う
」
と
集
ま
っ
て
結
成
し
ま

し
た
。
以
来
、
町
内
の
活
性
化
・
会
員

の
親
ぼ
く
・
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
三

本
柱
で
多
彩
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
現
在
五
十
六
人
、
五
・
六
丁

目
の
二
十
代
か
ら
五
十
代
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
人
が
集
ま
っ
て
、
家
族
ぐ
る

み
で
親
ぼ
く
を
深
め
て
い
ま
す
。
会
は
、

一
カ
月
二
百
円
の
会
費
と
町
内
の
補
助

金
で
運
営
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
気
分

転
換
を
図
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
年
間
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。
四

月
は
総
会
と
花
見
、
八
月
は
焼
肉
・
生

ビ
ー
レ
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
　
盆
踊
り
と

子
ど
も
み
こ
し
、
十
月
は
き
の
こ
狩
り
、

十
二
月
は
忘
年
会
、
一
月
は
ド
ン
ド
焼

き
と
新
年
会
、
三
月
は
雪
上
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。
中
で
も
、
八
月
の
焼

肉
生
ビ
ー
ル
大
会
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
町
内
全
員
が
集
ま
り
、
世

代
を
超
え
て
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、

三
月
の
雪
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

も
ち
つ
き
や
豚
汁
作
り
を
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
す
。
こ

の
と
き
に
は
、
六
年
生
か
ら
お
別
れ
の

あ
い
さ
つ
と
中
学
生
に
向
け
た
抱
負
の

発
表
、
新
一
年
生
の
紹
介
な
ど
、
子
ど

も
の
度
胸
だ
め
し
も
行
い
ま
す
。
十
年

前
に
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
も
し
ま
し
た
。

夏
の
キ
ャ
ン
プ
で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

作
り
「
将
来
の
わ
た
し
」
と
い
う
作
文

を
収
め
ま
し
た
。
来
年
八
月
に
披
露
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
西
小
学
校
区
は
少
年
野
球
が
た
い
へ

ん
盛
ん
で
す
。
そ
の
役
員
も
こ
の
会
か

ら
選
出
し
、
後
継
者
を
育
て
な
が
ら
優

勝
を
目
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
五
和
会
も
今
年
で
十
年
目
。
行
事
も

マ
ン
ネ
リ
化
し
、
参
加
者
も
限
ら
れ
て

き
た
た
め
、
新
し
い
企
画
が
今
後
の
検

討
課
題
で
す
。
町
内
の
融
和
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
い
な
が
ら
、

会
の
発
展
に
大
き
く
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。
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　　　①十日町実業高校や職業訓練校に商業科がほし

　　いと思います。コンピューターや電気などを学ぶ

場があれば若い人たちの励みになると思います。

　②当市にはスポーツ団体が集まった体育協会はありま

すが、文化協会がありません。文化活動発展のためにも

　　　　　　　　　③若い人たちが今回の市長選

　　　　　…譲無箋挙で、はじめて市政に関心を持

　　　　　　　　大切にしてもらいたいと思いま

　　　　　　　　す。

福崎　睦子さん　（田　麦）

　　　①長期発展計画の中で人材育成機関の整備・拡

　　充を検討
　若者の地元定着の促進や地域経済の活性化のために、

人材育成は必須の要件であります。

　高等専門教育機関の整備は、地域の産業構造の変化や

雇用の実態などを総合的に見極めた中で、課定の新設や

一’

、
●
r
●

わたしたちの

3年大渕志津代さん

　下条中学校
（山下克利校長：生徒数194人）

きれいな学校

　　　　への努力

　
わ
た
し
た
ち
の
下
条
中
学
校
は
全
校

生
徒
百
九
十
四
人
、
小
規
模
の
学
校
で

す
が
勉
強
に
運
動
に
生
徒
会
活
動
に
と
、

み

ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
特
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ

と
は
、
毎
日
の
清
掃
活
動
で
す
。
地
域

の
財
産
を
わ
た
し
た
ち
の
手
で
、
い
つ

ま
で
も
た
い
せ
つ
に
守
っ
て
い
こ
う
と

い
う
気
持
ち
で
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

清
掃
は
十
五
分
と
い
う
短
い
時
間
で
す

が
、
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
す
み
ず
み

ま
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
全
員
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
た
し
た
ち

の
学
校
は
窓
ガ
ラ
ス
が
多
い
た
め
、
普

通
清
掃
の
他
に
も
余
っ
た
時
問
な
ど
で

ガ
ラ
ス
磨
き
も
し
て
い
ま
す
。

　
清
掃
に
関
連
し
て
週
番
活
動
に
も
力

再編成あるいは大学・専門学校の誘致を進めることなど

が必要であると考えます。

　市では、今21世紀に向けたまちづくりのための長期発

展計画を策定中ですが、この計画の中に盛り込み、地域

産業の振興に対応する人材育成機関の整備・拡充に努め

て参りたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会）

　②「芸術協会』設立にむけた準備会の発足も目前に

　当市では体育協会に対応する芸術文化を中心とした協

会は未組織であります。しかし、広範にわたる芸術文化

の各領域の関係者は積極的に活動を展開し、数々の成果

を上げていただいていることに深く感謝しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はぐく　社会教育課としては、芸術文化は人々の心を育み、個

性豊かな市民文化創造のために重要であることを深く認

識し、遅々ではあるがその組織化に努力しています。そ

の手立てとして、各種団体等が主催する芸術文化事業に

ついての共催、後援。第3年次を迎えた音楽祭、演劇ま

つりの開催。21回の歴史と伝統をもつ「市展」の各分野

をべ一スとした「芸術協会」設立の準備会の開催（本年

度発足予定）など。関係者の理解と協力を得ながら、その

芽が開こうとしていることを喜んでいます。

　今後、市民に芸術文化の鑑賞や発表の場をより多く提

供できるよう条件整備に務めていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　（社会教育課）

　③若者の声を反映させる機会をつくりたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　21世紀に向けたまちづくりは「交流を通し、若者が活

きづく産業文化都市」を合い言葉に市民総参加のまちづ

くりを積極的に進めていきます。

　若者が定着し、現実を見つめ未来に夢と希望を持って

誇りのあるまちにするため、市民の皆さんはもちろんで

すが、青少年、そして若い人たちから提言や意見を聞く

懇談会の機会をつくりたいと思います。

　その声を市政に反映させていきたいと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　（企画財政課）

　この欄「声」では、皆さんのところにお

伺いして市役所の仕事などでわからないこ

とや疑問点について担当課でお答えします。

　また、係では近所の話題、市に対する提

言、こ意見も受け付けていますのでこ連絡

ください。

囹連絡先／総務課文書．広報係
　　（盈57－3111内線213・214）へ。
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村山　シマさん

（趨一32警誉）

　
お
茶
請
け
に
大
好
評
！

　
母
親
か
ら
ご
ま
豆
腐
を
習
い
、
そ
れ

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
わ
が
家
の
一
品
に

な
り
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
ピ
ー
ナ
ツ
が
し
け
た

の
で
な
に
か
利
用
で
き
な
い
か
と
、
考

え
て
作
っ
て
み
た
ん
で
す
。

　
彼
岸
や
正
月
・
お
祝
い
事
の
と
き
作

り
好
評
で
す
。
特
に
お
年
寄
り
や
女
性

に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ー

ナ
ッ
の
風
味
が
お
茶
請
け
に
ピ
ッ
タ
リ

で
す
。
一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉
①
材
料
の
ピ
ー
ナ
ツ
と
水

を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、
ふ
き
ん
で
し
ぼ

る
。
し
ぼ
っ
た
汁
（
カ
ッ
プ
六
杯
分
）

を
な
べ
に
入
れ
、
砂
糖
・
塩
・
吉
野
く

ず
の
順
に
入
れ
る
。

②
あ
わ
だ
て
器
で
か
き
混
ぜ
る
。

③
強
火
で
煮
な
が
ら
よ
く
か
き
混
ぜ
る
。

④
沸
騰
し
た
ら
中
火
に
し
て
十
分
間
ほ

ど
練
る
。

⑤
器
に
入
れ
て
自
然
に
固
め
て
で
き
あ

ご
　
　
　
　
の

カ
り
⑥
十
時
間
ほ
ど
お
い
て
、
適
当
な
大
き

さ
に
切
り
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

（
火
の
加
減
と
か
き
混
ぜ
方
が
コ
ツ
で

す
）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　1ぎ

　お父さんとお田さんと僕と3人で．／／月3・4・5日

にディスニーランドヘ行ってきたんだよ。お馬さんに乗

ったり＼ミッキーさんを見たりとっても楽しかったよ。

三輪車に乗るのが大好きなんだ。好き嫌いなくなんでも

食べるから丈夫で元気だよ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

砂趣購鶴鰍自梅保鳶園
　
　
　
消
防
署
へ
見
学
に
行
つ
た
と
き
の
絵
な
ん
だ
。
ち

⑳
よ
う
ど
＼
き
れ
い
謹
じ
が
出
て
い
た
ん
だ
よ
．

／
憾
瀞
醸
，
』

’
藁
繍
蹴

　
鍵醗籔撫

　
・
敏
、

壽
蓑
レ

｛

　消防自動車とにじを描い

たの。にじがとってもきれ

いだったの。救急車にも乗

ったのよ。

高橋俊範くん
　　　（5歳）

　
　
　
　
（
5
歳
）

高
橋
恵
里
子
さ
ん

を
入
れ
て
い
ま
す
。
下
条
中
学
校
の
朝

は
週
番
に
よ
る
玄
関
の
清
掃
か
ら
始

ピカピカに磨けたよ！明るい教室になったネ

ま
り
ま
す
。
ほ
う
き
や
ブ
ラ
シ
で
床
の

泥
を
落
と
し
水
で
流
し
て
き
れ
い
に
す

る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
登
校
し
て
く
る

生
徒
に
と
っ
て
み
れ
ば
と
て
も
気
持
ち

が
い
い
も
の
で
す
。
毎
朝
、
水
で
清
め

ら
れ
た
玄
関
か
ら
一
日
を
ス
タ
ー
ト
で

■
き
キ
　
　
　
き

き

　　　　　　　蕪姦翔團臨縷懸．、

きれいな玄関から1日の出発だ！

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
下
条
中
学
校
に
は
、
他
の
学
校
に
は

見
ら
れ
な
い
伝
統
的
で
特
別
な
清
掃
活

動
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

毎
年
、
夏
休
み
に
先
生
方
と
全
校
生
徒

で
取
り
組
む
活
動
で
、
そ
の
名
も
”
ワ
ッ

ク
ス
落
と
し
”
と
い
い
ま
す
。
全
校
舎

の
床
を
洗
剤
と
た
わ
し
で
こ
す
り
落
と

す
と
い
う
作
業
な
の
で
す
が
、
作
業
中

力を合わせて床磨き、心もいっしょに磨きましょう

に
手
が
し
び
れ
た
り
赤
く
な
っ
た
り
し

て
と
て
も
た
い
へ
ん
で
す
。
で
も
、
最

後
に
先
生
方
が
新
し
い
ワ
ッ
ク
ス
を
塗

る
と
、
人
の
姿
が
映
る
ほ
ど
き
れ
い
な

床
に
仕
上
が
る
の
で
す
。

　
「
継
承
そ
し
て
前
進
」
こ
れ
が
わ
た

し
た
ち
の
合
い
言
葉
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
床
を
磨

き
、
心
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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ご協力ください

年末・年始は市業務を休みます

所
館
館
館
館
館

　
　
　
育
育

役
物
民
体
体
道

　
　
　
合
民

市
博
公
総
市
武

ごみ収集

羽根川荘

四ツ宮荘

　12月29日㈹～1月3日㈱まで平常

業務を休みます。

　ただし、市民課・税務課・保健衛生

課・会計課の窓口は、29日㈹は終日、

30日仕）は正午まで業務を行います。

　12月31日（日）～1月3日（水）まで、ご

み収集および高城沢不燃物中継地は

休みます。

　なお、焼却場・高城沢への持ち込み

は30日仕）午後5時まで受け付けます。

　12月28日休）～1月4日㈲まで、1

月15日（月）・16日（火）と休みます。

12月29日㈹～1月3日㈱まで休み
ます。

「クロス10』の年末・年始の業務

休館日

営業日

①12月27日㈲午後1時～28日㈲まで

　物産ホールのみ（棚卸しのため）

　休みます。

②12月29日㈹～1月1日（月）まで。

①1月2日（幻・3日㈱は午前10時～

　午後3時まで。

②1月4日㈲から通常営業を始めま

　す。

　　シルバー人材センター

　　　会員のつどい
一年間いっしょに働いた仲間が、親ぼくを深め

るつどいです。多数の参加をお待ちしています。

■と　き　12月18日（月）午前10時～午後3時

■ところ　クロス10（本町6－1）

■内　容　①講演会　午前10時15分～

　　　　演題「むかしの父親」講師：上村政基

　　　　さん（市史編さん委員）

　　　　②映写会　午前11時25分～

　　　　　「やさしさ」一人暮しの老人と天真

　　　　らん漫な少女の物語

　　　　③交流会　午後O時30分～

■会費男子：3，500円女子：3，000円

■問い合わせ　十日町地域シルバー人材センター

　（盈57－5708）へ。

羽根川荘
12月24日（日）は休みます。

白
銀
が

　
　
あ
な
た
を
招
く

黍
ー
虜
種
揮

　　上越国際当間スキー場
　　上越国際スキー場「塩之又ゲレンデ』

　　　　12月16日㊤オープン

　今シーズン・第7トリプルリフト　　　リフト料金
（406m）を新設。塩沢・塩之又方面へ
　　　　　　　　　　　　　　　　1回券　　　260円
の連絡がスムーズになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　回数券（11回）　2，600円
　全長1．2kmの中・上級者向けパノラ

マゲレンデ←→大沢山頂が周遊でき　　1日券　　3・600円

るようになりました。

　　「無料送迎バス」をご利用ください

十日町駅前→当間スキー場 当間スキー場→十日町駅前

8：30　→　　8：55 15：00　→　15：25

10：30　→　10：55 17：00　→　17：25

土曜日のみ
13：30　→　13：55 17：00　→　17：25

運行期間　1寧12月24日（日）～来年1月7日（日）までの毎日。

　1窺1月8日（月）～3月31日仕）までの土・日曜日、祭日。

問い合わせ　上越国際当間スキー場（智58－3291）へ。

　　　　　　　　　　　市民スキー場

　　リフト料金　　　初級●中級●上級の全コースにナ

　　　　　　　　　　　イター施設を完備。練習にはもって
　1回券　　　130円
　　　　　　　　　　　こいのコースです。
回数券（17回）　2，000円
　　　　　　　　　　　　ナイターは日・月曜日、祭日を除
　1日券　　3・000円・　く毎夜6時30分～9時まで。

問い合わせ十日町スキーリフト㈱（盈57－5886）・体育課（智

52－4377）へ。

　　桂スキー場
　ゆるやかな斜面・小さな子供さん　　　ロ＿プ塔料金

連れにはうってつけのゲレンデです。
　　　　　　　　　　　　　　　　1日券　　800円
　ロープ塔は土・日曜日、祭日に運
　　　　　　　　　　　　　　　　半日券　　500円転します。

交通機関　魚沼中条駅から東側へ徒歩で15分。

問い合わせ　桂スキー場（奮57－3478）・魚沼酒造㈱（智52－30

17）へ。

　　　　　　　　　　　中峰スキー場

　　ロープ塔料金　　　　家族で楽しめるゲレンデ・疲れた

　　　　　　　　　　　ら暖かいロッジ中峰でちょっと一休
大人1日券　　1，000円
　　　　　　　　　　　みです。ロープ塔は土・日曜日、祭
小人1日券　　800円　　　　　　　　　　　日に運転します。
交通機関　下条駅から東側へ徒歩で20分。

問い合わせ　ロッヂ中峰（智55－2825）・下条公民館（智55－2004）へ。

「いい旅・日本（信濃川暮色、新潟編）」で十日町市の冬仕度の模様が放映さ

れます。

■放映日　12月21日㈲　夜7時～7時30分（BSNテレビ）

ヱ0
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幽年末・年始の交通事故防止運動

　　12月11日（月）～来年1月10日（水）

　年末・年始はお

酒を飲む機会が多

くなります。飲酒

運転は絶対にやめ、

無事故で新年を迎

えましょう。
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11月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成元年 16（198） 18（217） O（7）

昭和63年 27（132） 32（159） 1（4）

川西町
津南町
中里村

平成元年 3（90） 3（105） 0（5）

昭和63年 10（62） 10（79） 0（3）

計
平成元年 19（288） 21（322） 0（12）

昭和63年 37（194） 42（238） 1（7）

灘墨前方不注意で追突事故

　　　　11月24日㈹午後7時20分ごろ

小泉地内の県道で、少年の運転する原付

バイクが軽乗用車に追突し、少年が頭を

強く打って意識不明の重傷を負いました。

　運転中は前方をよくみて安全運転に心

力ごけましょう。

研作業停電
東北電力㈱十日町営業所君52－3107

　ご利珊ください

補聴器相談
　「補聴器がほしい」　「補聴器

のぐあいが良くない」などで悩

んでいる人のための相談会です。

　専門家がお待ちしています。

お気軽においでください。

■と　き　毎週月曜日午後3時

　30分～4時／毎週金曜日午後

　3時～3時30分

■ところ　市役所（社会福祉事

務所窓口）

ロ料金無料
■問い合わせ　社会福祉事務所

　援護係（奮内線133）へ。

12月15日から受付開始

年賀状はお早めに
　年賀状の受付は、12月15日㈲から

始まります。元旦に1通でも多くお

届けしたいと思いますので、できる

だけ12月20日依）ころまでにお出しく

ださいますようお願いします。

　12月20日までに差し出した人には、

抽選ですてきなプレゼントを差し上

げます。

　今年の年賀状の引き受けは、97万

9千通、配達は80万5千通を見込ん

でいます。

■問い合わせ　十日町郵便局（盈52

　－2300）へ。

　休館します　　12月23日（天皇誕生日）
総合体育館・武道館・市民体育館・スポーツハウス

　　　　　　　■問い合わせ　体育課（総合体育館盈52－4377）

12月15日㈹午前9時30分～正午

■太田島1の一部

　　ご協力ください工業統計調査
　明治42年から始められた伝統ある調査で、大正9年からは毎年継続し

て行われている国の指定統計です。

　この調査の目的は、わが国の製造業のすがたや活動状況を明らかにす

るとともに、その結果は行政や中小工業施策の基礎資料などにして幅広

く利用されます。調査は12月31日現在で、「製造業」に属するすべての

事業所を対象としています。

　年末、年始のあわただしい時期ですが、この調査対象となる事業所に

は調査員が調査票を持ってお伺いしますので、ご協力をお願いします。

提出された資料の秘密は統計法により固く守られます。

■問い合わせ　総務課文書広報係（盈内線516）へ。

　心の健康相談
　ノイローゼ気味で眠れない。酒の

量が増え、まわりに迷惑をかけるな

どの悩みをお持ちの人は、お気軽に

おいでください。

■と　き　12月19日（幻午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当医　江口医師（中条病院）

■申し込み　十日町保健所（盈57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（盈内線138）へ予約ください。

第4回中学生の市史づくり参加作品入賞者
市史編さん委員会では、　「第4回中学生の市史づくり参加作品」を募集しま

した。市内4力校から31編の応募があり、次の皆さんが入賞しまた。

■奨励賞　大海智子（十日町中1年）

佐藤美雪（十日町中1年）蕪木武

　史（十日町中2年）根津明子（十日

町中2年）熊木宏（十日町中3年）

福島三生（水沢中3年）俵山裕

　（南中2年）

■佳作　楮沢恵子（南中1年）阿部

吉春（中条中1年）星名克人（中

条中1年）樋口巧（中条中1年）

藤木麻（中条中1年）高田純子

（中条中1年）阿部由紀子（中条

中1年）岩田道子（中条中1年）

池田悦子（中条中2年）曽根輝人

（中条中2年）村山浩一（中条中

2年）山田陽介（中条中2年）春

川陽子（中条中2年）風間澄子

（中条中2年）丸山聖子（中条中

2年）

冬の火災予防
　今年、1月から10月20日までに市内で発生した火

災は14件です。このうち建物火災は8件（全焼2棟、

部分焼6棟）です。

　特に、ストーブによる火災が多くありました。ス

トーブの管理にじゅうぶん注意しましょう。
ノ

○

　　’丙恥

①石油ストーブの周りは、常に整理

　整とんしておく。

②石油ストーブの移動や給油は消火

　をじゅうぶん確認する。

③天ぷら鍋の使用中は、その場を離

　れない。

④万一のために避難路を決めておく。

ユユとh誰ガ夢．3平成元年12月10日
繕螢i癒設難1欝難鰻

　　　　　　畿繍灘態

　12月23日（土）は天皇誕生日のため、ゴミの収

集とゴミの持ち込みを休みますので、ご協力

をお願いします。
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海
音
寺
潮
五
郎
の
小
説
に

地
」
が
あ
る
が
、

と
し
て
放
映
さ
れ
、

進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

人
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

柿崎氏ど十日町

　
　
　
　
「
天
と

先
年
大
河
ド
ラ
マ

　
ま
た
映
画
化
が

　
　
　
ご
存
じ
の

　
そ
の
冒
頭
に
柿
崎
景
家
の
活
躍
ぶ

り
が
描
れ
て
い
る
。
柿
崎
氏
は
そ
の

姓
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
柿
崎
町
を

本
拠
地
と
し
て
い
た
武
士
で
あ
る
。

上
杉
謙
信
の
家
臣
と
し
て
も
、
奉
行

人
を
勤
め
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
上

越
地
方
随
一
の
豪
族
で
あ
っ
た
。

　
写
真
は
永
録
六
年
（
一
五
六
三
年
）

に
、
謙
信
が
柿
崎
和
泉
守
（
景
家
）

に
領
地
を
与
え
た
朱
印
状
で
あ
る
。

こ
の
時
、
与
え
ら
れ
た
村
々
の
中
に
、

「
く
わ
ん
に
う
村
」
・
「
新
座
村
」

が
あ
惹
。

　
こ
の
村
名
は
、
慶
長
二
年
（
一
五

九
七
年
）
に
作
成
さ
れ
た
「
国
絵
図
」

に
よ
っ
て
も
、
柿
崎
町
付
近
に
は
見

当
た
ら
な
い
。

　
戦
国
時
代
の
こ
の
地
方
は
、
河
東

地
域
に
は
六
日
町
の
坂
戸
城
を
本
拠

と
す
る
上
田
長
尾
氏
の
勢
力
が
浸
入

し
て
い
た
。
ま
た
、
川
西
地
域
に
は

謙
信
の
勢
力
が
伸
び
、
川
西
町
の
上

野
氏
が
服
属
す
る
な
ど
、
両
勢
力
の

接
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
史
料
に
あ
ら

わ
れ
る
、
「
く
わ
ん
に
う
村
」
・
「
新

座
村
」
が
当
市
の
「
願
入
」
・
「
新

座
」
に
比
定
し
て
も
よ
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
下
条
治
部
少
輔
は
、
中
条
・

小
森
沢
氏
と
同
族
の
下
条
氏
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
、
　
「
そ
し
分
」
は
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
し

西
町
上
野
地
内
、
江
戸
時
代
に
祖
師

村
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
こ
の
史
料
は
、
上
杉
謙
信
の
勢
力

が
当
市
域
に
浸
入
し
て
い
っ
た
過
程

を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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地
域
づ
く
り
の
提
言
で

　
　
「
ふ
る
さ
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
賞
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
こ

　
　
　
齋
藤
愛
童
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
田
町
4
・
2
5
歳
）

　
県
が
募
集
し
た
「
地
域
づ
く
り
提

言
論
文
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
見

事
、
斉
藤
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
オ
ピ

ニ
オ
ン
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

き
っ
か
け
や
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材

の
掘
り
起
こ
し
を
ね
ら
い
に
八
月
十

六
日
か
ら
十
月
十
四
日
ま
で
募
集
さ

れ
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
百
二
十
八

点
で
、
そ
の
中
か
ら
優
秀
作
十
点
が

選
ば
れ
、
斉
藤
さ
ん
は
そ
の
ひ
と
り
。

　
題
名
は
「
地
熱
利
用
の
コ
ー
リ
ュ

i
温
泉
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
、
温
泉
の
出
る
地
域
の
休
耕
地
を

利
用
し
て
、
温
室
栽
培
を
始
め
た
ら

ど
う
か
。
明
る
い
農
業
経
営
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
な
ど
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
は
、
自
分
の
会
社
で
学

ん
だ
こ
と
や
経
験
談
を
提
言
し
た
だ

け
な
ん
で
す
。
入
賞
の
連
絡
が
あ
っ

た
の
が
、
十
一
月
十
一
日
の
誕
生
日

だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
応
対
す
る
声
は
ハ
キ
ハ

キ
し
て
す
ご
く
明
る
い
斉
藤
さ
ん
。

　
現
在
、
父
親
が
経
営
す
る
会
社
の

主
任
研
究
員
と
し
て
活
躍
中
で
、
趣

味
は
好
き
な
映
画
を
見
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
元
年
の
記

　
　
　
　
　
一
一
　
念
す
べ
き
年
に
広

　
　
　
　
　
一
＝
　
　
報
担
当
と
な
り
、

　
　
　
　
　
…
　
　
締
め
切
り
に
追
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
平
静
に
な
れ
な

い
日
々
を
送
っ
て
、
は
や
九
カ
月
と
な

り
ま
し
た
。

　
真
っ
白
な
原
稿
用
紙
と
真
っ
赤
に
染

ま
っ
た
取
材
ノ
ー
ト
を
に
ら
み
な
が
ら
、

あ
れ
こ
れ
と
知
恵
を
め
ぐ
ら
せ
ど
イ
メ

ー
ジ
が
わ
か
ず
。
た
ば
こ
を
吹
か
し
な

が
ら
目
を
閉
じ
る
。
灰
皿
に
は
こ
ぼ
れ

落
ち
そ
う
な
吹
い
が
ら
の
山
。
紙
面
が

完
成
し
た
あ
と
の
た
ば
こ
の
う
ま
い
こ

と
。
自
費
で
買
っ
た
カ
メ
ラ
E
O
S
枷

を
さ
げ
て
歩
く
姿
は
、
一
見
広
報
担
当

ら
し
さ
が
身
に
つ
い
た
感
じ
と
自
己
満

足
。
取
材
に
行
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

…
…
。
と
こ
ん
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。　
来
年
こ
そ
は
、
仕
事
に
慣
れ
て
一
人

だ
ち
で
き
る
よ
う
に
、
馬
車
馬
の
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
ひ
そ
か
に
決
意
を
固

め
て
い
ま
す
．
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齢糖妙自然

⑳ヒメアオキ

　山地の林の中に生える常緑低木

で、樹高は1m内外となります。

　表日本型のアオキの変種で、幹

の基部は、地面をはいます。これ

は、積雪に耐え、雪解けに起き上

がって開花するように日本海側

（多雪地帯）の環境に適応したため

です。このような例は、エゾユズ

リハ、ハイイヌガヤ、ユキツバキ

などの常緑樹にも見られます。

　雌株に付いた実は、冬の間に赤

く熟し、葉の間にちらついて美し

いので、庭木としてよく植えられ

ます。

市の木き

市の花山つっじ

ヱ2




